
 

 

編集後記  

■「初めて自由継続リズムを見た人、ド・メランとその時代」と
題して、沼田英治先生に寄稿いただきました。オジギソウの話、

多くの方が講義や講演で触れられてきたのではないかと思いま
す。かく言う私も、原著を読まないままに引用してきた不届き者
のひとりです。時代背景も含めて解説していただき、たいへん勉

強になりました。ありがとうございます。 
 
■昨秋の沖縄大会からは、シンポジウム内容をまとめた総説、開

催報告、参加報告と盛りだくさんです。遠隔参加した身としては、
いいなあ、行きたかったなあ…と改めて思った次第です。次回大
会では、みなさまとお目にかかれるでしょうか。マスクを外して、

のびのびとお話しできる日が待ち遠しいです。過日、小学生の子
供に、マスク生活はもうたくさんという旨のことを言ったところ、
もう慣れて気にならないから、どうでもいいと返されました。前

はよかったと現状を不満に思っている限り、マスクが不要になっ
ても普通に戻るだけです。一方、今が普通だと思っていれば、マ
スクが不要になった時には、普通よりもずっといいと思えるはず

です。たかが気の持ちようですが、幸せの見つけ方を考えさせら
れる会話でした。 
 

(吉川) 
 
 
■久ひざのオンサイトで開催された沖縄学会からはや半年経と
うとしていますが、第 6 波が直後からはじまり沖縄開催は非常
に幸運だったかもしれません。大会中の深田先生の挨拶でお話

された「この大会は波の間で開催された奇跡的な大会かもしれ
ない」というお言葉が「フラグ」になってしまったのではない
かとすら思えました。 

 
■そんな中、参加記などの執筆を快くお引き受けいただいた先
生方、本当にありがとうございました。参加記は現地参加の方

だけでなく、Zoom 参加の方の参加記も掲載できましたので、よ
ろしければご一読ください。 
 

■最近仙台に出張した際に大きな地震に偶然遭遇しましたが、
大変揺れてホテルの部屋の中はひっくり返りました。東北地方
の先生方、ご無事でしょうか？エレベータやガスが止まる中

で、現地の方の冷静な対応には驚嘆いたしました。翌日には問
題なく朝食が出され、夕食で入った飲食店でも通常営業してい
る印象でした。私は辛うじて帰宅難民になることは避けられま

したが、予定していた新幹線は脱線し、空路に変更した空港で
も一部壁などがはがれていました。現地のいち早い復興をお祈
り申し上げます。 

 
（池上） 
 

■最終の PDF 読んでいて幸せな気分になれました。美しいもの
ができたと自信をもってお勧めできます。例によって私なんにも

していません。執筆者、編集委員の皆様に頑張っていただいた。
私、この方々に足を向けて寝られない。本日から地球の真ん中に
足を向けて寝ることといたします。 

 
■ド・メランの体内時計発見の本邦初の訳出とその解説を時間生
物学会誌に投稿いただいたことは光栄なことでした。科学とは素

晴らしいものですね。わくわくする。大河の源流を教えてくれま
す。”太陽の光がなくてもその動きを知ることができる”という
推測、正鵠を射た見解です。科学の基本が冷静な目と情熱的なマ

インドによる観察にあることを教えてくれます。また南の学会な
らではの”南の生き物シンポジウム”を誌上で再現していただき
ました。心浮き立つ沖縄での学術大会を思い出します。感染者数

がちょうど谷間となっていて多くのヒトが現地参加できた。奇跡
でした。今号、他にも総説、教室紹介など読み応えのある作品が
満載です 
 
■先日、生理学会で夜、仙台に到着し、ホテルでのんびりと風呂
にはいっているときにぐらぐらときました。入浴剤を入れた緑色

透明なお湯がバスタブから飛び出しました。避難せねばと考え机
の下にもぐりこもうと思ったのですが風呂場には机がない。そこ
で思いついたのがお湯の中にもぐることでした。しかし深さ４０

ｃｍでは無理。裸では逃げろ、となったときに恥ずかしいので慌
てて服を着てその日はそのカッコウのままでほとんど朝まで寝
ずにすごしました。さて、翌日の学会なのですが交通機関がほと

んど止まったことも有り学会場にはほとんどヒトがおらず主に
オンラインで行われました。正午より時間生物学関連のシンポジ
ウムがありました。シンポジスト、座長、全員がオンラインで映

像の中です。一方で会場の wifi がつながりにくいので、会場にや
っとこさたどり着いた参加者は、映像を見ているだけで議論に参
加できなかった。どちらが現実かわからない映画マトリックスの

ようなバーチャル世界が成立していたようです。一方、その翌日
のシンポジウムでは、私を含む発表者全員現地に揃いました。ス
タッフ以外の聴衆は２人のみでしたが、それでも仲間うちで活発

に議論してやっぱり対面は良いねと盛り上がったわけです。私、
阪神大震災では震度７，東日本大震災ではなぜか東京出張で、震
度５、帰宅難民となりました。そして今回も震度６に遭遇しまし

た。また帰宅が困難になりました。妙な縁があります。憑かれて
いるかもしれません。本年１２月、宇都宮に向かう際には、体を
清めお祓いを受けてからまいろうかと思います。 
 
（重吉） 
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今号の表紙

岩崎秀雄『Culturing <O/Paper>cut』（Nippon Festival、2021年8月、神奈川県立図書館）
（生物学論文及び五輪開催都市契約書を刻んだ切り絵、ゲルライト培地、シアノバクテリア、フラスコ、水、光源、雑誌論文、書
誌、書簡、映像）

　過去の歴史とどう向き合うべきか、常に大きな課題だ。昨今の世界情勢は、改めてそれをアクチュアルな課題として突き付けて
いる。昨年の東京五輪に際しても同じことを考えていた。実は、私も人知れず五輪に「参加」していた。オリンピックを開催する
際、開催都市は文化行事を開催する義務を負う。都市圏でも複数の文化行事が企画された。その多くは中止や無観客となったが、
不祥事による著名作家の参加取り消しという炎上案件のみが盛大に報道されたので、おぼろげに記憶している方もおられるかもし
れない。
　この作品は、横浜市の神奈川県立図書館で開催された五輪関連の展覧会のために製作したものだ。以前の本誌の表紙（2017年春
号）でも紹介させていただいた、自分が関わった生物時計の論文を切り抜き、論文の素材であったシアノバクテリアが論文を覆っ
ていく「Culturing <Paper>cut」に加え、もうひとセット、東京五輪の物議を醸した開催都市契約書を素材とし、過去の五輪に
重い課題を残した歴史的なモチーフ（ナチ主導のベルリン五輪、ミュンヘン五輪テロ、メキシコ五輪でのブラックパワーサリュー
ト、ドーピングやジェンダー問題の象徴としてのテストステロン）を切り刻んだ「Culturing <O(lympic)>cut」を新たに作り、映
像や論文、書誌を組み合わせたインスタレーションを構成した。会場となった図書館は、個人が個人のままに集う場だ。それは、
五輪が時に象徴する、集団的動員と熱狂とは全く異なる集いの在り方である。過去の知と向き合う場であり、今回の作品の素材の
科学雑誌や社会の契約に関わる文書が保管されている場所でもある。そこで、江戸後期から現在までの、自然観・生命観に関する
様々な書誌を配置した。その中には、五輪同様、社会や政治状況、戦前の植民地政策などを反映した科学の営みを示す文書群も多
く入れておいた（南方・朝鮮統治時代の戦前日本の植民地科学の文献、戦前の微生物学に関する書誌、戦前の生物学文献や教科
書、南方熊楠や牧野富太郎の直筆の書簡、江戸時代の天文思想の変遷を示す幾つかの書誌など）。
　この展覧会、会場（日本の建築史上重要な前川國男設計施設群）やキュレーター、他の出展作家たちは魅力的だったが、コロナ
禍以前に、そもそも東京での五輪招致の段階から近代五輪の在り方に違和感を覚えてきたので、依頼を引き受けるべきか逡巡し
た。関係者と何度も話し合いを持ち、祝祭的雰囲気にはくみしないこと、さらに五輪開催に関する違和感を隠蔽しない新作を提示
することを条件に引き受けた。今回の展示は、コロナ禍の中、無観客開催となった。美術作家にとって無観客展示とは、極めて不
条理で逆説的な状況だ。予定を変更して、足の踏み場もないようなインスタレーションにしたのは、準備段階で無観客と決まった
からでもある。だが、事前に開催日時を告知できず、五輪関係サイトのハッキングのリスクを理由にライヴストリーミングすら禁
じられたことは想定外だった（後日、記録映像が公開された）。感得されないライヴと生きるため（活かすため）のアーカイヴの、
予期せぬ邂逅に立ち会ったのは奇縁であった。闇は深いが、「鑑賞されざる作品、読まれざる蔵書、感得されぬ生命、気付かれざ
る者たち、行き場のない責任、立ち会えぬ葬儀」といった、矛盾に満ちた私たちの生の条件に満ちている膨大な「不在たち」に改
めて思いを馳せる貴重な機会なのかもしれない。

Hideo Iwasaki  https://hideo-iwasaki.com/
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